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宮古島市立下地中学校

試合は

７月に本年度上半期の本校の教育活動について、保護者の皆様にアンケート形式でご意見を伺いま
した。５８世帯よりご回答いただき大変感謝しております。結果の詳細は８月中に本校ホームページで
公開を予定していますので、どうぞご覧になって下さい。保護者の皆様から要望のありました「十分
な生徒理解」「気軽に相談できるような体制づくり」や「学習や進路情報の共有」「面談の実施」
「補習指導の実施」については、今後、具体的な手立てを講じながらその充実を図って参ります。

８月７日 九州「大分県」で開催された
第44回九州中学校陸上競技大会において
沖縄県代表として本校３年「川根結香さん」
が共通女子走高跳に出場しました。
九州各県からの代表と競り合った川根さん
バレーボールで鍛えた持ち前のバネを生か
して「１ｍ５０」の自己記録を見事三回目で
クリアし、８位入賞を果たしてくれました。
また、川根さんは、第３６回全国都道府

県対抗中学バレーボール大会「沖縄県選抜チーム」代表
選手にも選出され、１２月の全国大会へ向け活動中です。

「水の日」でもある８月1日
「水の日」の８月１日、
沖縄県教育庁（県庁）に
おいて、第４４回全日本中
学生水の作文コンクール

「沖縄県知事表彰」で、
本校２年友利歩夢さんが表
彰「入選」を受けました。

県内から選ばれし１０名の名誉ある表彰で、表彰式におい
ては、半嶺 満県教育長からも激励をいただきました。
友利さんは、作文において、エチオピア等の世界の過酷
な水事情と何不自由なく水を使える自らの生活を照らし合
わせながら、改めて貴重な水が生活と命につながってい
ることや、また、その水の恩恵は平等に与えられなければ
なければならないとして、今できることは何か考え、行動

し続けたいとしています。とても秀逸な作文です。

下中生徒文武において大活躍 ！ ！
「水の作文」「九州中学陸上」で大きな成果を挙げる

学校経営目標 よりよい未来の創造と自己実現を目指し学び活動する生徒の育成

７月２３日 西原町陸上競技場にお
いて、県中学校サッカー競技大会に
参加した本校サッカー部は、初戦で
那覇地区代表「神森中学校」と対戦
しました。試合は前半、堅い守りから
カウンター攻撃を仕掛ける下中は、
得点チャンスもありましたが、０対０で
前半を終了、後半に入り、神森中に
先制され、最後まで粘り強く戦いまし
たが、０対２で惜しくも敗れました。

九州の大舞台で自己記録更新！！ ８位入賞

沖縄県知事表彰 ２年 友利歩夢さん「未来へつなぐ水」が「入選」（水の作文）

県中学サッカー神森中と互角の戦い

７月２６日 宜野湾コンベンションセンター
において沖縄県吹奏楽コンクールが６日間
の日程で行われ、本校吹奏楽部は４日目
の中学の部に出場しました。
多数の関係者や各校の保護者が参観する
中、本校吹奏楽部はトップバッターで素晴
らしい演奏を披露し銀賞を受賞しています。

８月１５日 夏休みも終盤に入り、
全宮古中学校陸上競技大会に向け
本校での陸上練習がスタートしまし
た。各部の１，２年メンバーはもちろ
ん、部活を引退した３年生や有志あ
る生徒全員が対象です。
何よりも３年生がリーダーシップを発
揮してくれることが期待されます。
暑さに負けず、みんなで頑張るぞ！

沖縄県吹奏楽コンクール「銀賞」受賞

「令和４年度校内意見発表大会」
本校では、６つの資質・能力の内の１つ

に「言語能力」の育成を掲げていますが、１学期末の７
月15日には、国語の時間で取り組んだ意見発表を各学
年の代表７名が堂々と発表してくれました。

１ 川根星怜（1年）「共に繋がっている命」
２山下真由（２年）「小さなしあわせ」
３友利ひとは（2年）「琉球舞踊の魅力」
４上地なゆ（３年）「自由と自分勝手」
５ 丸田悠輔（１年）「将来の夢」
６岸本晃次郎（３年）「スクールカーストについて」
７ 大城真咲（３年）「言葉とネットの持つ力」

「言語能力」の育成を目指して

中体連秋季陸上に向け夏休み練習開始

本年度「学校評価（７月）」へのご協力有り難うございました 下地川満「ひまわり畑」⇒

「半嶺県教育長」と「友利歩夢」さん


